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今月の PICK UP NEWS !!
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１この日地区を巡回した園児全員で記念写真を撮りました。/ ２園児は有
田消防署員が乗車してきた消防車に大興奮。/ ３巡回の際には外に出てき
ていただいた方などにも呼びかけました。

今月の表紙今月の表紙
　今月の表紙は、2024 年１月号～ 12 月号の「お

誕生日おめでとう」コーナーにご応募いただ

いた 93 人の子どもたちの笑顔です。皆さまの

ご応募ありがとうございました。

　現在、２月生まれのお子さんを募集中です！

たくさんのご応募をお待ちしています。

　今年も皆さまにとって笑顔あふれる年であ

りますように。これからも「広報有田」をよ

ろしくお願いいたします。

（25 ページに関連記事掲載）

拍子木カンカン　「火の用心！」
園児が呼びかけ　声響く

　

お
お
や
ま
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
町
民
と
幼
児

の
防
火
意
識
高
揚
を
目
的
と
し
た
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド
が
12
月
11
日
に
大
木
宿
地

区
で
行
わ
れ
、
有
田
消
防
署
消
防
３
課
職
員
と

園
の
年
少
か
ら
年
長
ま
で
の
園
児
21
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
火
の
用
心
、
戸
締
り
用
心
と
書

か
れ
た
お
揃
い
の
法
被
に
身
を
包
み
、
大
木
宿

地
区
を
巡
回
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
拍
子
木
を
叩
き

な
が
ら
道
沿
い
の
家
々
や
商
店
に
、
事
前
に
練

習
し
て
い
た
「
火
の
用
心
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
元

気
な
声
で
繰
り
返
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
や
、

暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
気
を
付
け
、
火
災
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
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ま ち の 話 題

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
軟
式
野
球

大
会
予
選
会
場
に
も
な
っ
た

有
田
赤
坂
球
場
に
て
、
次
世

代
ア
ー
ト
と
し
て
ト
レ
ン
ド

に
な
り
つ
つ
あ
る
「
ミ
ュ
ー

ラ
ル
ア
ー
ト
（
壁
画
ア
ー
ト
）」

を
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
るYusei
氏
、hitch

氏
、

W
O

K22

氏
の
３
人
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
が
、
町
の
さ
ら
な

る
芸
術
振
興
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

26

▲壁面に描かれたアートは見ごたえある出来栄えです。近く▲壁面に描かれたアートは見ごたえある出来栄えです。近く
にお立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。にお立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

巨大アートが完成！
有田赤坂球場×ミューラルアート11

12
６

JA 伊万里アスパラガス生産販売反省会
新星現る  福田凌也さんが W 受賞

▲町内からは福田さん（中央）のほか、優秀賞を坂井寿治さん（中央左・
下山谷）、健闘賞を池田祥二さん（左端・大木宿）が受賞されました。

　

令
和
６
年
産
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
生
産
販
売
反
省
会
が
開

催
さ
れ
、
福
田
凌
也
さ
ん
（
大

木
宿
）
が
共
励
会
に
お
い
て
最

優
秀
賞
お
よ
び
有
田
町
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
就
農
２
年
目

と
経
験
が
浅
い
な
が
ら
も
、

質
の
高
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

生
産
に
成
功
さ
れ
て
お
り
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
（
４

ト
ン
超
）、
金
額
な
ど
の
優
秀

な
実
績
が
評
価
さ
れ
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対

象
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
使
っ

た
競
技
で
あ
る
「
e
ス
ポ
ー

ツ
」
を
体
験
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
講
師
の
指
導
の

も
と
基
本
的
な
操
作
方
法
な

ど
を
学
ん
だ
後
、
実
際
に
プ

レ
イ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
開

催
し
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
に

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
と

知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５

▲ e スポーツは健康維持や異なる世代とのコミュニケーショ▲ e スポーツは健康維持や異なる世代とのコミュニケーショ
ンのきっかけとなることから、近年注目を浴びています。ンのきっかけとなることから、近年注目を浴びています。

e スポーツで楽しく脳トレ！
生涯学習講座　シニア教室12

ユ
ウ
セ
イ

ヒ
ッ
チ

ウ
ォ
ッ
ク

©SEGA

12
７

「秋の有田」写真コンテスト受賞式
秋の有田　一瞬を切り取って

▲本コンテスト受賞作品。他の応募作品も１月 13 日まで有
田館で展示されます。

　

第
15
回
「
秋
の
有
田
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
の
有
田
の
風
景
」
を
テ

ー
マ
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真

40
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
を
は
じ
め
、
遠
く

は
大
阪
府
か
ら
総
勢
21
人
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
員
を
務

め
た
西
川
巌
さ
ん
（
北
ノ
川
内
）

は
「
受
賞
作
品
か
ら
は
秋
の

有
田
を
と
て
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
講
評
さ

れ
ま
し
た
。
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　新年明けましておめでとうございます。　新年明けましておめでとうございます。

　皆さまには、健やかに輝かしい新春をお迎えのこととお慶び　皆さまには、健やかに輝かしい新春をお迎えのこととお慶び

申し上げます。申し上げます。

　さて、今年の干支は「乙巳（きのとみ）」です。これまでの努　さて、今年の干支は「乙巳（きのとみ）」です。これまでの努

力や準備が実を結び始めるとされています。今年も努力を重ね力や準備が実を結び始めるとされています。今年も努力を重ね

つつ、物事を安定させていく『再生』や『変化』を繰り返しなつつ、物事を安定させていく『再生』や『変化』を繰り返しな

がら柔軟に発展していきましょう。『探求心』と『情熱』をもっがら柔軟に発展していきましょう。『探求心』と『情熱』をもっ

て町政運営に取り組んでまいります。て町政運営に取り組んでまいります。

　今年は昭和なら 100 年の年です。これまでの町の大きな流れ　今年は昭和なら 100 年の年です。これまでの町の大きな流れ

迎迎
य़य़

を踏まえ、一つの節目と捉え大型事業への着実な一歩を進めてまいります。を踏まえ、一つの節目と捉え大型事業への着実な一歩を進めてまいります。

　ハード面では新中学校建設、内山地区開発、竜門山の家改修、南原原宿線の整備促進に、　ハード面では新中学校建設、内山地区開発、竜門山の家改修、南原原宿線の整備促進に、

またソフト面では文化推進、タウンプロモーション強化、インバウンド・アウトバウンド強またソフト面では文化推進、タウンプロモーション強化、インバウンド・アウトバウンド強

化などに取り組みます。さらに、全体的な有田みらいタウン構想（DX 推進、ESG 分析強化、化などに取り組みます。さらに、全体的な有田みらいタウン構想（DX 推進、ESG 分析強化、

新しい価値の創造など）の推進を図りながら、『大きな決断と実行』の節目の年としていきます。新しい価値の創造など）の推進を図りながら、『大きな決断と実行』の節目の年としていきます。

　引き続き「四つの目」、鳥の目（全体の把握）、虫の目（部分の把握）、魚の目（流れから　引き続き「四つの目」、鳥の目（全体の把握）、虫の目（部分の把握）、魚の目（流れから

転じて流行の把握）、コウモリの目（逆転の発想）のそれぞれの視点を持って各種事業に取転じて流行の把握）、コウモリの目（逆転の発想）のそれぞれの視点を持って各種事業に取

り組んでまいります。職員一人ひとりと共に考動し、町民の皆さまのお知恵、お力をお借りり組んでまいります。職員一人ひとりと共に考動し、町民の皆さまのお知恵、お力をお借り

して、『明るく、楽しく、元気よく』となるまちづくりに邁進してまいります。して、『明るく、楽しく、元気よく』となるまちづくりに邁進してまいります。

　「One Arita！有田は一つ！」の強い決意で、地域間、世代間、組織間などの隔たりをなくし「オ　「One Arita！有田は一つ！」の強い決意で、地域間、世代間、組織間などの隔たりをなくし「オ

ール有田」で新しい有田町の明るい未来を創っていきましょう。ール有田」で新しい有田町の明るい未来を創っていきましょう。

　結びに、本年が皆さまにとって健康で笑顔に満ちた素晴らしい年になりますことを心から　結びに、本年が皆さまにとって健康で笑顔に満ちた素晴らしい年になりますことを心から

お祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。お祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

令和７年１月令和７年１月

令和７年
新年のごあいさつ

松  尾  佳  昭松  尾  佳  昭
有 田 町 長 有 田 町 長 
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訪問団歓迎のため
得技を披露

Arita und MeissenArita und Meissen
Erinnerungen an dieErinnerungen an die

45-Jahreier45-Jahreier

4545 thth
AnniversaryAnniversary

有田町・マイセン市姉妹都市提携有田町・マイセン市姉妹都市提携
45 周年記念事業45周年記念事業

　姉妹都市連携 45 周年を記念して、有田町長ほか　姉妹都市連携 45 周年を記念して、有田町長ほか

９人の訪問団が９月 26 日から 10 月１日までドイ９人の訪問団が９月 26 日から 10 月１日までドイ

ツ・マイセン市を訪問しました。ツ・マイセン市を訪問しました。

　今回は原油価格高騰や政情不安定などにより少　今回は原油価格高騰や政情不安定などにより少

人数で実施し、訪問団は「アリタ小学校マイセン」人数で実施し、訪問団は「アリタ小学校マイセン」

の視察や、姉妹校調印に向けた最終協議などを行の視察や、姉妹校調印に向けた最終協議などを行

いました。ワイン祭り最終日のパレードでは、日いました。ワイン祭り最終日のパレードでは、日

本酒を振る舞うなど現地の方たちと交流しました。本酒を振る舞うなど現地の方たちと交流しました。

　

マ
イ
セ
ン
市
か
ら
は
、
市
長
や
ア
リ
タ
小
学
校

　

マ
イ
セ
ン
市
か
ら
は
、
市
長
や
ア
リ
タ
小
学
校

マ
イ
セ
ン
校
長
な
ど

マ
イ
セ
ン
校
長
な
ど
1212
人
の
訪
問
団
で
来
町
さ

人
の
訪
問
団
で
来
町
さ

れ
、
れ
、
1111
月月
2121
日
に
、
有
田
小
学
校
と

日
に
、
有
田
小
学
校
と
（
※
）

（
※
）
ア
リ
ア
リ

タ
小
学
校
マ
イ
セ
ン
の
姉
妹
校
提
携
調
印
式
を
実

タ
小
学
校
マ
イ
セ
ン
の
姉
妹
校
提
携
調
印
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

施
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
の
後
に
は
、
有
田
小
学
校
児
童
に
よ
る

　

調
印
式
の
後
に
は
、
有
田
小
学
校
児
童
に
よ
る

マ
イ
セ
ン
市
訪
問
団
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
歌
や

マ
イ
セ
ン
市
訪
問
団
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
歌
や

劇
な
ど
で
お
も
て
な
し
を
し
た
ほ
か
、最
後
に
は
、

劇
な
ど
で
お
も
て
な
し
を
し
た
ほ
か
、最
後
に
は
、

全
校
児
童
と
訪
問
団
が
一
つ
と
な
り
、
チ
ロ
リ
ン

全
校
児
童
と
訪
問
団
が
一
つ
と
な
り
、
チ
ロ
リ
ン

節
を
踊
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

節
を
踊
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

※
ア
リ
タ
小
学
校
マ
イ
セ
ン
は
有
田
町
と
マ
イ
セ

※
ア
リ
タ
小
学
校
マ
イ
セ
ン
は
有
田
町
と
マ
イ
セ

ン
市
の
姉
妹
都
市
提
携

ン
市
の
姉
妹
都
市
提
携
4040
周
年
の
年
に
マ
イ
セ

周
年
の
年
に
マ
イ
セ

ン
市
ア
リ
タ
リ
ン
グ

ン
市
ア
リ
タ
リ
ン
グ
（
有
田
通
り
）

（
有
田
通
り
）
に
設
立
さ

に
設
立
さ

れ
た
小
学
校
で
す
。

れ
た
小
学
校
で
す
。
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連携
協定

ア
イ
・
ケ
イ
・
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

町
は
12
月
２
日
に
伊
万
里
市
を
拠
点

に
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
ア
イ
・
ケ

イ
・
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
両
者
が
連
携
し
て
町
の
観
光

資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

▲（左から）同社の金子和斗志代表取
締役会長兼社長 CEO、松尾町長。

݄̍ ��ʢѪ࠺のʣݶఆاը݄̍ ��ʢѪ࠺のʣݶఆاը

これ
から
ご結
婚を

これ
から
ご結
婚を

迎え
る方
へ

迎え
る方
へ

愛妻の日に愛妻の日に
入籍しませんか♡入籍しませんか♡

記念撮影をプレゼ
ントします

記念撮影をプレゼ
ントします

町とアイ・ケイ・ケイホール
ディングス株式会社（伊万里
迎賓館）との連携事業として、下記の方へプロのカメラマ
ンによる記念撮影と写真データをプレゼントします。
〇対象者
１月 31 日（金）の 10 時～ 15 時までに有田町役場または
東出張所で婚姻届けを提出された方
〇撮影場所
有田町役場　１階　町民ロビー
〇詳しくは
まちづくり課　☎ 46・2990

■１次試験
試験日▶２月 16 日（日）

試験会場▶有田町庁舎３階（会議室４・５）

　　　　　有田町立部乙 2202 番地

試験内容▶職務能力試験、職務適応性検査、作文試験

■２次試験
３月上旬に行う予定です。

日時および会場は１次試験合格者に通知します。

試験内容は、面接試験を行います。

■試験区分・採用予定人数・受験資格

■受付期間　２月３日（月）まで
８時 30 分～ 17 時 15 分（土日・祝日を除く）

※郵送の場合は、２月３日必着に限ります。

■申込方法・試験案内　市販の履歴書に記入の上、

総務課に持参または郵送してください。

※試験案内の詳細は町ホームページをご覧ください。

■問い合わせ先・申込書提出先
〒 849・4192　有田町立部乙 2202 番地

有田町役場　総務課　☎ 46・2111

৬һݧࢼ༺࠾を࣮͠ࢪ·͢
職員
採用

有田町役場　令和７年４月１日採用

試験区分
採用

予定人数
年齢要件 受験資格（資格等要件）

保健師 若干名
昭和 55 年４月２日以降に
生まれた方

保健師助産師看護師法による保健師の資格（免許）を
有する方。

（令和７年３月 31 日までに取得見込みを含む）
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ྩ̓ձܭ༻৬һをืू͠·͢
職員
募集

　会計年度任用職員とは、地方公務員法などの改
正により令和 2 年度から新たに創設された制度
で、常勤職員が行う各種業務の補助を行う非常勤
の地方公務員です。一定の基準に該当する場合、
通勤に係る費用や健康保険・厚生年金・雇用保険
の適用に加え、賞与が支給されます。

　町は、令和７年４月以降従事

していただく会計年度任用職員

を下記のとおり募集します。給

与単価、勤務時間、勤務場所な

どは職種によって異なります。

■主な募集する職種

職種 給与単価 勤務時間数（予定） 勤務場所 必要な資格・能力

特別支援員    1,087 円／時 週 32 時間 30 分程度 町立小中学校 －

詳しくはホームページをご覧ください。

募集期間▶１月６日（月）～１月 31 日（金）

任用期間▶

４月１日～令和８年３月 31 日（人事評価を踏まえ翌年度

に再度任用する可能性があります）

申込方法▶ホームページに掲載している「有田町会計

年度任用職員募集申込書」に必要事項を記入し、写真

を添付して総務課へ提出してください。申込書などは

総務課でも配布します。

選考方法▶書類選考および面接

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

※その他業務繁忙期や急な欠員が生じた場合に従事していただく会計年度任用職員登録制度があります。詳しくは町ホー
ムページをご覧ください。

給付金
　

町
で
は
、
令
和
７
年
４
月
に
小
・
中
・

高
校
へ
ご
入
学
予
定
の
お
子
さ
ま
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
へ
、
新
入
学

用
品
購
入
な
ど
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
入
学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼
左
記
①
・
②
を
満
た
す
方

①
児
童
に
お
い
て
は
令
和
７
年
４
月
に

小
・
中
・
高
校
に
入
学
予
定
の
方
で
、

１
月
１
日
時
点
で
町
に
住
民
登
録
を

有
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
、
令
和
７
年
４
月

に
小
・
中
・
高
校
に
入
学
予
定
の
方
。

②
保
護
者
に
お
い
て
は
町
に
住
民
登
録

が
あ
る
こ
と
。

申
請
方
法
▼

①
申
請
手
続
き
が
不
要
な
方

　
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

て
、
令
和
７
年
度
小
・
中
・
高
校
に
入

学
予
定
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
。

※
１
月
中
旬
に
受
給
対
象
者
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

②
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

　
所
属
長
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
公
務
員
の
方
な
ど
右
記
①
以
外
で
、

令
和
７
年
度
４
月
に
小
・
中
・
高
校
に

有
田
っ
子
出
産
・
子
育
て
応
援
ニ
コ
ッ
と
給
付
金

入
学
準
備
金
支
給
の
お
知
ら
せ

入
学
予
定
の
お
子
さ
ま

を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

へ
、
１
月
中
旬
に
受
給

対
象
者
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

　

通
知
に
同
封
し
て
い
る
申
請
書
と
提
出

書
類
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
▼

・ 

申
請
書

・ 

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
運

転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・ 

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
の
写
し
（
通

帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

支
給
予
定
日
▼
支
給
が
決
ま
っ
た
方
へ
振

込
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
に

て
振
込
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

　
２
月
に
児
童
手
当
口
座
へ
振
り
込
み
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
公
務
員
の
方
な
ど

　
申
請
書
提
出
後
に
指
定
さ
れ
た
口
座
へ

随
時
振
り
込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
▼
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
０
０
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れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
対
象
▼
一
定
規
模
以
上
の
農
林
産
物

の
生
産
、
ま
た
は
委
託
を
受
け
て
農
林
業

作
業
を
行
う
世
帯
や
会
社
な
ど
の
組
織
。

基
準
日
▼
２
月
１
日

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
は
、
農
林
業
の
生

産
構
造
や
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う
調
査

で
す
。

　

１
月
中
旬
以
降
に
調
査
員
が
調
査
対
象

者
を
訪
問
し
、
現
状
の
確
認
や
関
係
書
類

を
配
布
し
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
情
報
は
統
計
法
に
定
め
ら

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調査 表彰
　

11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
65
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
宮
崎

大
会
」
で
、
有
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
川
尻
初
雄
さ
ん
（
立
部
）
が
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
功
績
顕
著
な
者
を
文
部

科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
尻
さ
ん
は
昭
和
60
年
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育
指
導
員
）
と
し
て
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
行
事
の
企
画
、
協
力

や
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
日
々

意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

▲川尻さんは「今回の受
賞を激励と受け止め、
今後も頑張ります」と
話されました。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

川
尻�

初
雄�

さ
ん

口
座
振
替
済
通
知
書
を
確
定
申
告
時
に
ご

利
用
さ
れ
て
い
る
方
▼
固
定
資
産
税
を
必

要
経
費
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年

５
月
に
送
付
し
て
い
る
「
納
税
通
知
書
」

や
預
貯
金
通
帳
で
税
額
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
回
廃
止
す
る
「
口
座
振
替

済
通
知
書
」
は
確
定
申
告
で
の
添
付
は
不

要
で
す
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課

☎
46
・
２
７
３
６

　

町
税
な
ど
を
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
た

方
へ
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
省
資
源
化
お
よ
び
経
費

削
減
の
観
点
か
ら
令
和
７
年
度
振
替
分
か

ら
廃
止
し
ま
す
。
振
替
結
果
は
預
貯
金
通

帳
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

廃
止
す
る
町
税
な
ど
▼
町
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
国

民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料

令
和
７
年
度
よ
り

町
税
な
ど
の
口
座
振
替
済
通
知
書
を
廃
止
し
ま
す

通知
廃止

　

県
は
、
母
子
、
父
子
家
庭
の
児
童
や

父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支

度
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼
令
和
７
年
度
に
高
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼

・ 

修
学
資
金　
　

  

３
月
21
日
（
金
）
ま
で

・ 

就
学
支
度
資
金  
３
月
７
日
（
金
）
ま
で

　

こ
の
他
に
も
生
活
資
金
や
転
宅
資
金

な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

進学
就職
支援

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

児
童
の
進
学
や
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

※
修
学
資
金
の
振
り
込
み
は
、
４
月
末
の

予
定
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所  

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
５
１
８
７

・ 

子
育
て
支
援
課　

    

☎
25
・
９
２
０
０

平
成
27
年
度
か
ら
は
有
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
の
会
長
を
務
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
は
県
の
理
事
も
兼
任
し
、
町
と
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
委
員
会
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

ྩ̒��֬ఆਃ͕࢝ࠂ·Γ·͢

φϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦφϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦ
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ྩ̒��֬ఆਃ͕࢝ࠂ·Γ·͢確定
申告

■ 令和６年分の所得税および住民税申告の申告
会場開設について

会場▶有田町役場　１階　町民ロビー

生涯学習センター　南館１階　講習室　

期間▶݄̎ ��ʢ݄ʣ～３月 17 日（月）

　　　（３月２日（日）以外の土日祝日は休み）

※第 1 週目は混雑します。第 2 週目・第 3 週目

の火曜日以降の来場をおすすめします。

受付▶９時～ 16 時（３月２日（日）は 15 時まで）

■ 来場する方へのお願い
・ 事業収支内訳書は事前に作成を！
　事業収入（農業・一般・不動産）がある方は必

ず収支内訳書・帳簿を作成してご来場ください。

・ 医療費控除の明細書は事前に作成を！
　医療費通知（医療費のお知らせ）をご持参くだ

さい。必ず「医療費控除の明細書」を作成して

ご来場ください。

■ 町ホームページからの様式のダウンロード

■令和６年分の申告期限と納期限
所得税、贈与税▶３月 17 日（月）

消費税および地方消費税▶３月 31 日（月）

会場▶伊万里税務署（伊万里市立花町 4023-1）

期間▶݄̎ ��ʢ݄ʣ～３月 17 日（月）（土・日・祝日は休み）

受付▶ 9 時～ 16 時

■伊万里税務署での申告は入場整理券が必要です！
入場整理券の取得方法▶
①申告会場で当日配布

②国税庁 LINE アカウントの友だち追加

※入場整理券の配布状況により、16 時前に受付を終了する

場合があります。

■不動産の売却、贈与税について
　申告会場での申告相談を希望される方は、2 月 17 日から
3 月 17 日の月曜日から水曜日にお越しください。

（上記期間のみ担当者が従事しています）

■会場では、スマホをお持ちの方は、原則ご自身のスマホ
で申告書の作成を行っていただきます

（注）マイナンバーカードとパスワード（署名用：英数字６

～ 16 桁　利用者証明用：数字４桁）が必要です。

詳しくは ▼伊万里税務署　☎ 23・3147

　マイナンバーカードとスマホがあれば、マイナポータル連携でデータを取得でき、医療費の領収書などの

収集や集計が不要になります。また、家族の医療費もマイナンバーカードとパスワードで追加できます。確

定申告書の該当項目へ自動入力され、作成した確定申告書は、e-Tax で送信できます。

　令和６年分の確定申告は、ぜひご自宅から e-Tax をご利用ください。確定申告書の作成は国税庁ホームペー

ジの「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

作成コーナー

ʲ্݄̍०ελʔτʳྩ̒の֬ఆਃࠂ͔ࣗ͝Β F�5BY Ͱૹ৴ʂ

スマホの方はこちら☞

確定申告書等作成コーナーの操作方法

福岡国税局　操作マニュアル

役場での申告 伊万里税務署での申告

動画で見る確定申告

福岡国税局オリジナルの
操作マニュアルを掲載！
※令和７年１月更新予定

国税庁公式 LINE

　右記二次元コードからダウンロード

してください。
詳しくは ▼税務課 町県民税担当   ☎ 46・2736

マ イ ナ ポ ー タ ル の
事前準備はこちら☞

ொ͔Βの͓ΒͤߦφϏߦφϏ݄̍
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■
償
却
資
産
と
は

　

個
人
や
法
人
で
工
場
や
商
店
を
営
ん
で

い
る
方
や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家
屋

以
外
の
構
築
物
、
機
械
、
工
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
有
形
の
固
定
資
産
を
償
却
資

産
と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
お

い
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
で
す
。
償
却
資
産
例
は
、
下
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
７
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
を
他
に
賃
貸
し
て
い

る
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
で

も
、
申
告
書
備
考
欄
に
「
増
減
な
し
」

と
記
載
し
て
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
や
廃
業
・
移
転
な
ど
で
全
て
の
資
産
が

減
少
し
た
場
合
も
、
申
告
書
備
考
欄
に
そ

の
旨
を
記
載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
資
産

　

次
の
よ
う
な
資
産
は
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
自
動
車
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

・ 

無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
特

許
権
、
営
業
権
な
ど
）

・ 

繰
延
資
産

・ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価

額
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
一
時
に

損
金
算
入
し
た
も
の

・ 

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）

の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
が
可
能

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申

告
が
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
は
、
認

証
局
が
発
行
す
る
電
子
証
明
書
に
よ
る
電

子
署
名
が
必
要
で
す
。
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
・
手
続
き

→
税
金
→
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
か

ら
「
償
却
資
産
申
告
書
様
式
」
を
ダ
ウ
ン

業　種 該当する償却資産例

各業種
共通

舗装路面、門、塀、外灯、ネオンサイン、看板、応接セット、キャビ
ネット、ロッカー、金庫、パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、
エアコン、LAN 配線、自動販売機、太陽光発電設備など

窯業 電気炉、ガス炉、焼成装置、集塵機、ろくろ、コンプレッサーなど

農業 ビニールハウス、最高時速が毎時 35 ㎞以上の農耕作業用自動車など

不動産
貸付業

アスファルト舗装、フェンス、ゴミ置場、自転車置場、緑化施設、外灯、
受変電設備、発電機設備など

医業
各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計、レントゲン装置、歯
科診療ユニット）など

理容・
美容業

理容・美容椅子、タオル蒸器、パーマ器、サインポールなど

小売業 陳列棚、陳列ケース、冷蔵庫、冷凍庫など

飲食業
カウンター、室内装飾品、厨房設備、放送設備、カラオケ機器、冷蔵庫、
冷凍庫など

娯楽業 ゲーム機、パチンコ台、パチスロ台、両替機、玉貸機など

ガソリン
スタンド

ガソリン計量器、リフト、充電器、洗車機、照明設備、地下タンク、
独立キャノピーなど

製造業
受変電設備、製造加工設備、タンク、受水槽、煙突、ベルトコンベアー、
プレス機、旋盤、測定工具、検査工具など

クリー
ニング業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ミシン、ボイラー、ビニール包
装設備など

建設業
大型特殊自動車（ブルドーザー、油圧ショベルなど）、ミキサー、コンク
リートカッターなど

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
過
疎
地
域
（
旧
有
田
町
）
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除

　

令
和
７
年
度
固
定
資
産
税
の
軽
減
の
申

告
期
限
も
令
和
７
年
１
月
31
日
で
す
。
旧

有
田
地
区
に
特
別
償
却
設
備
を
設
置
さ
れ

た
場
合
は
課
税
免
除
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
広
報
12
月
号
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
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固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

固定
資産

▼申告の対象となる償却資産例

̍�̒ʢ݄ʣ

̍���ʢۚʣ

ਃؒظࠂ
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
！

固定
資産税

　

固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）

に
存
在
す
る
土

地
・
家
屋
・
償

却
資
産
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
屋
を
１
月
１
日
ま
で

に
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か
に
「
家
屋
滅
失

届
」
を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
令
和
７
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
課
税
さ

れ
ま
す
）

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、法
務
局
で
滅
失
登
記
が
必
要
で
す
。

※
「
家
屋
滅
失
届
」
の
様
式
は
、
税
務
課

窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

■
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
用
家
屋
が

存
在
す
る
住
宅
用
地
に
は
、
そ
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
特
例
措
置
（
そ
の
土
地
の
課

税
標
準
額
に
つ
い
て
１
戸
あ
た
り
２
０
０
㎡

ま
で
は
６
分
の
１
、２
０
０
㎡
を
超
え
た
分
は

３
分
の
１
の
額
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
家
屋
を
取
り
壊
し

■
老
朽
空
き
家
除
却
後
の
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
の
減
免
制
度

　

老
朽
空
き
家
の
除
却
（
解
体
撤
去
）
を

推
進
し
跡
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
空
き
家
を
除
却

し
た
場
合
、
そ
の
空
き
家
が
建
っ
て
い
た

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
空
き
家
▼

①
令
和
２
年
1
月
1
日
以
降
に
解
体
撤
去

さ
れ
た
空
き
家
で
あ
る
こ
と

②
空
き
家
が
建
っ
て
い
た
土
地
に
、
住
宅

用
地
に
対
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い

た
こ
と

③
空
き
家
が
所
定
の
基
準
に
よ
り
「
老

朽
空
き
家
」（
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し

た
居
住
用
の
家
屋
で
あ
り
、
か
つ
１
年
以

上
居
住
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も

の
）
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

　

申
請
で
き
る
方
は
、
空
き
家
が
建
っ
て

い
た
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人

で
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

①
有
田
町
税
の
滞
納
が
あ
る
方

②
町
長
が
減
免
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
認
め
た
方

減
免
額
▼
空
き
家
を
取
り
壊
す
前
と
後
の

土
地
の
税
額
の
差
額

減
免
期
間
▼
５
年
間

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

令和７年１月１日

取り壊し

取り壊し

課税対象外
（住宅用地特例の解除）

課税対象

令和７年度固定資産税
た
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例
が
外

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
土
地
の
税
額
は

上
が
り
ま
す
。

工事

東
出
張
所
前
公
衆

ト
イ
レ
を
工
事
し
ま
す

　

陶
器
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
東
出
張

所
前
公
衆
ト
イ
レ
を
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
ト
イ
レ
の
増
設
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
ご

利
用
さ
れ
る
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
東
出
張
所
側
に

仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

工
事
予
定
期
間
▼
１
月
６
日
（
月
）
か
ら

２
月
28
日
（
金
）
ま
で

場
所
▼
東
出
張
所
前
公
衆
ト
イ
レ
（
岩
谷

川
内
）

主
な
工
事
内
容
▼
女
性
用
ト
イ
レ
お
よ
び

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
の
増
設
、
手
洗
器
の

移
設
な
ど
。

詳
し
く
は
▼
商
工
観
光
課☎

46
・
２
５
０
０

工事は有限会社川口工務店
が行います

有限会社
川口工務店

ொ͔Βの͓ΒͤߦφϏߦφϏ݄̍
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ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

環境

 

ご
み
の
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
焼
却
し
た
場
合
、「
５
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）

に
処
し
、ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」（
廃

掃
法
第
25
条
第
１
項
第
15
号
）
と
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
の

未
遂
行
為
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。（
廃
掃
法

第
25
条
第
２
項
）

　

た
だ
し
、
焼
却
に
は
下
記
の
一
部
例
外

と
さ
れ
て
い
る
行
為
が
あ
り
ま
す
が
、
焼

却
を
推
奨
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

一
部
例
外
と
さ
れ
て
い
る
行
為
を
行

う
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
行

う
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
留
意
点

①
燃
や
す
も
の
を
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
風

向
き
や
風
の
強
さ
、
時
間
帯
を
考
慮

す
る
。

・ 

湿
っ
た
草
木
は
煙
が
大
量
に
発
生
し

ま
す
。

・ 

風
が
強
い
日
に
行
う
と
煙
が
広
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
燃
や
す
前
に
近
所
の
方
に
理
解
を
得

て
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
、
煙
が
家
に
充

満
す
る
な
ど
苦
情
が
入
り
、
消
火
を

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
燃
や
す
量
を
少
し
ず
つ
に
し
、
必
要

最
小
限
に
す
る
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
・
消
防
・

町
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
著
し
く

違
反
し
て
い
る
場
合
は
処
罰
の
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
ご
み
の
焼
却
は
燃
焼
温
度
が
低
い
た

め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
猛
毒

の
有
害
物
質
が
発
生
し
ま
す
。
生
活

環
境
・
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
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■
一
部
例
外
と
さ
れ
て
い
る
行
為

①
農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
（
あ
ぜ
草
や
下
枝
の
焼
却
、
田

畑
の
害
虫
防
止
）

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
風
俗
慣
習
上
、
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
も
の
（
お
に
び
た
き
、

し
め
縄
の
焼
却
）

③
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
も
の
（
火

災
予
防
訓
練
）

④
国
な
ど
の
公
共
団
体
が
、
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

も
の
（
河
川
敷
の
草
の
焼
却
）

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
の
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
落
ち
葉

た
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

▲おにびたき

コミュ
ニティ
助成

令
和
６
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
報
告

■
有
田
町
消
防
団
で
使
用
す
る
音
響
資

器
材
を
購
入

　

町
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
で

あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活

用
し
て
、
音
響
資
器
材
を
整
備
し
、
消
防

団
へ
配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
、
共
生

の
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て

助
成
を
行
い

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
充

実
お
よ
び
強

化
を
図
る
も

の
で
す
。

　

今
回
の
音
響
資
器
材
の
整
備
に
よ
り
、

消
防
団
が
行
う
訓
練
や
式
典
な
ど
に
お
い

て
、
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
地
域

住
民
に
対
す
る
広
報
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と
併
せ
て
防

災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
消
防
署
消
防
団
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
42
・
２
６
７
１ ▲今回整備された音響資器材。

排出元 搬入重量 搬入料金

家庭からのもの
10kg まで 80 円
10kg 増すごとに 80 円加算

事業所からのもの
10kg まで 120 円
10kg 増すごとに 120 円加算

φϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦφϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦ
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の
で
す
。

　

今
回
の
音
響
資
器
材
の
整
備
に
よ
り
、

消
防
団
が
行
う
訓
練
や
式
典
な
ど
に
お
い

て
、
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
地
域

住
民
に
対
す
る
広
報
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と
併
せ
て
防

災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
消
防
署
消
防
団
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
42
・
２
６
７
１

事
業
承
継
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

相談会
　

町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
共
催
で
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
後
継
者
が
不

在
で
、
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
、
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
1
月
29
日
（
水
）
11
時
～
16
時
の

う
ち
１
時
間
（
相
談
無
料
）

※
詳
し
い
時
間
帯
は
、
予
約
の
際
に
ご

案
内
し
ま
す
。（
予
約
締
切
１
月
24
日
）

会
場
▼
有
田
町
庁
舎
１
階
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム

予
約
方
法
▼
左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
し
く
は
▼
商
工
観
光
課

☎
46
・
２
５
０
０

環境

令
和
６
年
度
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
」

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
と
同
組

合
の
構
成
市
町
は
、
連
携
し
て
管
内
の

「
環
境
学
習
の
充
実
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
昨
年
９

月
に
「
私
た
ち
に
で
き
る
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の

小
学
４
・
５
年
生
を
対
象
に
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
か
ら
次
の
作
品
が
入

選
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
標
語
の
部
（
小
学
４
年
生
）

　

海
の
ご
み
　
き
ょ
う
力

り
ょ
く

し
あ
お
う
　

　
国
ど
う
し
（
曲
川
小
学
校　

金
ケ
江
凜

さ
ん
）

■
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
５
年
生
）

　
有
田
中
部
小
学
校
　
下
村
洸
大
郎
さ
ん

詳
し
く
は
▼

・ 

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
事
務
局

☎
26
・
２
３
５
３

・ 

住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

環境 ͕͞෦ΫϦʔϯηϯλʔɾ༗ాொϦαΠΫϧϓϥβの͝Έൖೖ

ൖೖྉۚのมߋɺのװႩఆࢬൖೖのҙ
■直接搬入料金変更（令和７年４月１日から令和９年３月 31 日まで）
　４月より、さが西部クリーンセンターおよび有田町リサイクルプラザへの直接搬入料金を変更します。

排出元 搬入重量 搬入料金

家庭からのもの
50kg まで 500 円
10kg 増すごとに 100 円加算

事業所からのもの
50kg まで 800 円
10kg 増すごとに 160 円加算

【さが西部クリーンセンター】

排出元 搬入重量 搬入料金

家庭からのもの
30kg まで 400 円
10kg 増すごとに 140 円加算

事業所からのもの
30kg まで 600 円
10kg 増すごとに 200 円加算

【有田町リサイクルプラザ】

■木の幹・剪定枝の搬入
　有田町リサイクルプラザへ搬入される木の幹・剪定枝

は、剪定枝等破砕機の導入に伴い、オガクズとしての再

利用を始めますので下記の長さに切って搬入ください。

・ 直径 20 ㎝以上の木の幹　長さ 50 ㎝未満
・ 直径 20 ㎝未満の木の幹　長さ 80 ㎝未満
・ 直径 10 ㎝以下の剪定枝　長さ 80 ㎝未満

詳しくは▶住民環境課　環境担当　☎ 46・2734

排出元 搬入重量 搬入料金

家庭からのもの
10kg まで 80 円
10kg 増すごとに 80 円加算

事業所からのもの
10kg まで 120 円
10kg 増すごとに 120 円加算

※可燃ごみなどのその他ごみとは、搬入料金が異
なりますので、搬入時はその他ごみとの混載し
ないようにしてください。

ொ͔Βの͓ΒͤߦφϏߦφϏ݄̍
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高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

後期
高齢者

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医

療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
令
和
５
年
度
分
の
支
給
要
件
・
算
定
基

準
額

支
給
要
件
▼
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
（
令
和

５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
７
月
31
日
ま

で
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
次
の
算
定
基

準
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額
か
ら

算
定
基
準
額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
給
し

ま
す
。

※
自
己
負
担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し

引
い
た
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

算
定
基
準
額
▼

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

と
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
２
月
下

旬
に
お
知
ら
せ
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、
有
田
町
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福
祉
課
後
期
高
齢

者
医
療
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一部負担金
の割合 所得区分 算定基準額

３割

　現役並み所得者Ⅲ 212 万円

　現役並み所得者Ⅱ 141 万円

　現役並み所得者Ⅰ 67 万円

２割 　一般Ⅱ 56 万円

１割

　一般Ⅰ 56 万円

　区分Ⅱ 31 万円

　区分Ⅰ 19 万円

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
方
▼

令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
７
月

末
ま
で
に

・ 

市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方

・ 

他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方
（
75
歳
の
年

齢
到
達
者
な
ど
）

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
生
活
保
護
を

受
け
始
め
た
方
）

■
時
効
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
基
準
日

（
令
和
６
年
７
月
31
日
）
の
翌
日
か
ら
２

年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
、
支
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
基

準
日
の
翌
日
か
ら
２
年
の
間
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
計
算
期
間
（
令
和
５
年
８
月
～
令
和
６

年
７
月
）
の
途
中
で
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
の
基
準
日
に
つ
い
て
は
、
資
格
を

喪
失
さ
れ
た
日
の
前
日
（
死
亡
の
場
合

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
日
）
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

☎
43
・
２
１
８
２

・ 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

空室数　　　（12 月 20 日現在）

２部屋（４階 ･･･ ２部屋）

詳しくは ▼ 建設課　☎ 46・5615

定住促進住宅  入居者  随時募集中！

　定住促進住宅（サンコーポラス有田）の入居者を
募集しています。空室の見学もできますので、入居
や見学を希望される方は建設課へご連絡ください。

◀
詳
し
く
は
HP
へ

■  町交際費 11 月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 20,000 円 東京有田会総会懇親会会費ほか１件

雑　費 59,140 円 東京有田会特産品寄贈ほか３件

合　計 79,140 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

φϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦφϏ���ʙ��ொ͔Βの͓Βͤ��ʙߦ
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結婚
支援

　

県
は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
支
援
す

る
た
め
に
、「
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
会
員
制
の
お
見
合

い
実
施
、
結
婚
の
相
談
、
婚
活
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、「
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
利
用
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
会
員
登
録
お
よ
び
更
新
に
か
か
る
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼
左
記
の
全
て
を
満
た
す
方

・ 

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
会
員
登
録

ま
た
は
更
新
し
た
方

・ 

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会

員
で
あ
る
、
も
し
く
は
会
員
で
あ
っ
た

方
（
規
約
違
反
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
行

為
な
ど
で
退
会
と
な
っ
た
場
合
は
除
く
）

・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・ 

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
▼
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
会
員
登
録
ま
た
は
更
新
に
か

か
る
料
金
の
全
額

※
振
込
手
数
料
は
対
象
外

提
出
書
類
▼

・ 

有
田
町
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
利
用
促
進
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
費
を
補
助
し
ま
す

求
書

・ 

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
発

行
す
る
会
員
証
の
両
面
の
写
し

・ 

会
員
登
録
料
の
領
収
書
の
写
し

・ 

顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の
写
し
（
運

転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
現
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
写

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
▼
会
員
登
録
ま
た
は
更
新
の
日

か
ら
１
年
以
内

申
請
先
・
詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件
数と金額をお知らせします。

■  ふるさと納税   ■

件　数 金　額
令和６年 11 月分 4,982 件 180,003 千円
令和６年度累計 13,728 件 471,410 千円

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更に
なり、累計が合わないことがあります。

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

ொ͔Βの͓ΒͤߦφϏߦφϏ݄̍

入札
　

町
が
発
注
す
る
令
和
７
・
８
年
度
の
建

設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
業
務
、
物
品
の
購
入
・
役
務
の
提

供
な
ど
（
公
用
車
整
備
を
含
む
）
の
競
争

入
札
へ
の
申
請
受
付
は
、
１
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
は

１
月
末
ま
で
で
す

　

申
請
方
法
や
提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
財
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
締
切
▼
１
月
31
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
財
政
課　

☎
46
・
２
０
０
３

通行
規制

　

町
と
佐
世
保
市
は
、
楠
木
原
地
区
と
佐

世
保
市
横
手
地
区
を
結
ぶ
道
路
に
つ
い

て
、
2
車
線
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
よ
り
道
路
規
制
が
行
わ
れ
る
た

め
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
現
地
の

案
内
に
従
い
、
う
回
通
行
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
名
▼

・ 

町
道
本
村
・
楠
木
原
線
（
有
田
町
道
）

・ 

市
道
楠
木
原
線
（
佐
世
保
市
道
）

工
事
期
間
▼
３
月
31
日
ま
で
（
予
定
）

規
制
時
間
お
よ
び
内
容
▼
９
時
か
ら
17
時

の
間
、通
行
止
め
ま
た
は
片
側
交
互
通
行
。

詳
し
く
は
▼
佐
世
保
市
土
木
部
東
部
工
事

事
務
所　

☎
０
９
５
６
・
38
・
２
３
８
７

工
事
に
よ
る
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

E35

舞原

ヤンマーヤンマー

う回路

県境
佐賀県
長崎県

楠木原
工事個所
（佐世保市）

佐世保市
横手地区

佐世保三河内 IC佐世保三河内 IC

伊万里口伊万里口
交差点

地図詳細はこちら

原明原明
交差点交差点

ローソンローソン
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ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報

　

第
55
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
西

九
州
支
部
予
選
が
11
月
24
日
か
ら
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
Ａ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
唐
津
な

ど
で
開
催
さ
れ
、
西
松
ボ
ー
イ
ズ
が
４
年

連
続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

西
松
ボ
ー
イ
ズ
の
初
戦
の
相
手
は
東
松

ボ
ー
イ
ズ
。
２
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
か
ら

川
尻
桜
之
介
さ
ん
（
西
有
田
中
２
年
・
北

ノ
川
内
）
の
走
者
一
掃
の
３
点
タ
イ
ム
リ

ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
な
ど
の
活
躍
で
６
回
コ
ー

ル
ド
勝
ち
で
快
勝
し
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に

決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
８
月
に
開
催
さ
れ
た
新

人
戦
の
決
勝
で
も
戦
っ
た
唐
津
ボ
ー
イ

ズ
。
２
回
の
攻
撃
で
２
点
を
幸
先
よ
く
先

制
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
３
回
に
逆
転
を

西
松
ボ
ー
イ
ズ　

４
年
連
続
全
国
大
会
出
場
へ

第
��
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大
会�

西
九
州
支
部
予
選
優
勝
！

許
す
苦
し
い
展

開
に
。
し
か
し

持
ち
前
の
強
力

打
線
が
奮
起
し

４
回
、
５
回
に

１
点
ず
つ
を
奪

っ
て
逆
転
に
成

功
し
ま
す
。
１

点
リ
ー
ド
で
迎

え
た
６
回
の
守

▲全国大会は３月に東京都で開催されます。

▲現在チームには１年生８人、２年生 13 人、合計 21
人が所属しています。新入部員を募集していますので、
お気軽に見学・体験にお越しください。

備
で
は
１
死
２
塁
の
ピ
ン
チ
か
ら
リ
リ
ー

フ
登
板
し
た
下
野
拓
仁
さ
ん
（
有
田
中
２

年
・
外
尾
山
）
が
準
決
勝
に
引
き
続
き
最

終
回
ま
で
無
失
点
に
抑
え
る
活
躍
で
、
粘

る
相
手
を
振
り
切
り
４
‐
３
で
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
は
町
出
身
選
手
が
全
国
大

会
出
場
を
報
告
す
る
た
め
松
尾
町
長
を
表

敬
訪
問
し
、渕
上
剣
士
さ
ん（
有
田
中
２
年
・

丸
尾
）
が
「
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
西

松
魂
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
初
戦
突
破

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
全
国
大
会

に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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　お正月前後は、１年の中で一番、暴飲暴食してしま

いがちな時期です。

　年明けの１月７日には七草粥を食べる風習がありま

す。七草粥はもともと「無病息災」と「健康長寿」を

願って食べられていましたが、現在では野菜の摂取が

不足しがちなお正月などで疲れた胃腸をいたわる意味

で食べられており、乱れた食生活を元に戻すいい時期

詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです

保
健

師
と

い
っしょに

【第 10 回】年末・年始の生活からリセット

有田小学校での有田小学校での
メモリアルな時間メモリアルな時間

　

有田町の国際交流員、テオマン・アラス・エロヌさんのコラムです。

　ご存じの方もいるかもしれま

せんが、姉妹都市 45 周年を記

念して 11 月 20 日から 25 日ま

でマイセン訪問団が有田町に滞

在しました。

　その中の一番のイベントが有

田小学校とドイツの「アリタ小

学校マイセン」との間で行われ

た姉妹校協定の調印式でした。

児童たちの発表は素晴らしく、

訪問団のメンバーは有田小学校

での体験に感動し、その後行わ

れた校内見学でも充実した時間

を過ごしました。特に、児童た

ちが給食当番や、掃除を全員が

責任感を持って仕事を行う姿

に、非常に感銘を受けました。

ドイツの学校では、通常は清掃

会社が掃除をしますし、食事は

児童たちが家庭から弁当を持参

するため、友達の食事をサポー

トすることがないからです。

　他にも「アリタ小学校マイセ

ン」のパトリス・ヒュプシュ校

長先生は、両校の教科内容がほ

ぼ同じであることに親しみを覚

えた一方で、日本では教師や校

長が定期的に異動することに驚

いていました。ドイツでは、教

師や校長は定年まで同じ学校で

勤務していくことが一般的だか

らです。

　ヒュプシュ校長先生は、今回

の訪問で得た経験から、この姉

妹校関係をより推進していくた

めに頑張りたいと意気込みを語

っていました。今後はさらに両

校間のグローバルな意識を育む

べく、オンライン交流や共同ア

ートプロジェクトといった文化

交流が続々と計画されています。

　姉妹都市交流はまだまだ発展

していきます。次回の周年事業

でも、きっと素晴らしいものが

見れるでしょう。

ドイツドイツ
DiaryDiary

No.No. ８８

なのです。このタイミングを逃すと、脳

がアルコールや甘い物、脂っこい物など

を欲して、いつのまにか体重が増えてい

る、となりかねません。

●乱れた食生活が、脳をおかしくする！？
　甘い物、脂っこい物の摂取が習慣にな

ると、脳が変調を起こし、食事を摂って

も満足感を感じられなくなります。その

結果、「もっと食べたい」という食欲が抑

えられなくなり体重が増加するという、悪循環のルー

プに入ってしまいます。

●食物繊維で、脳の変調をストップ！！
　脳の変調は、大腸の善玉菌が食物繊維をエサにして

作る「短鎖脂肪酸」により整えられます。その結果、

食欲が抑えられます。「短鎖脂肪酸」を多く含む野菜

には、ホウレン草やブロッコリー、春菊、水菜などが

あります。いつものメニューにひと種類プラスしてみ

ましょう。

●野菜を摂れているかは、ベジメータで定期的に
チェック！！

　野菜の摂取が不足していないか、淡色野菜だけに

偏っていないか、ベジメータ測定会で確認してみま

しょう。

（20P 暮 ら し の

カレンダー参照）

有田町地域包括支援センター  ☎43・2196
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この機会に脳の元気度チェックこの機会に脳の元気度チェック
受けてみませんか受けてみませんか

№191

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

地域包括支援センターだより

今まで慣れていた家事や作業
に時間がかかるようになった

先着30人先着30人

外出が億劫になった

集中力がなくなった

人の名前が出てこない

対象となる方
●町内に住所がある65歳以上の方　　　　●認知症の診断を受けていない方　　

●要介護認定を受けていない方

以前受けたことがある方も申し込みできます

実施日時と会場

月 日
１月 21 日（火）22 日（水）
２月 ６日（木） 17 日（月）

実施時間▶①９時30分～ 12時

　　　　　②13時30分～ 16時

会場▶有田町福祉保健センター（健康福祉課）１階相談室

※送迎はありません

所要時間約30分程度の検査を１人ずつ行います

▼実施日時

検査内容
10個の単語を覚えたり、仲間外れを見つけるなどの簡単な対話式テストです。

 ご予約・お問い合わせは

事前予約制事前予約制 無料無料

認知機能の低下（MCI）は早期に発見し、適切な対応策をとる事で認知機能の維持や改

善の可能性があります。自分らしい生活を続けていくためにも検査を受けてみませんか。

★医療機関ではないので、認知症を診断するものではありません。

有田町地域包括支援センター  ☎43・2196
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予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考
ロタウイルス 初回接種は 14 週 6 日まで
Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満
４種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後２カ月～７歳６カ月未満

５種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ・ヒブ）

生後２カ月～７歳６カ月未満

BCG １歳未満
ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 30 年４月２日～

平成 31 年４月１日生まれ
日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満
日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満
２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

子宮頸がん（HPV）
小学６年生～平成９年度生ま
れの女子

高齢者インフルエンザ 満 65 歳以上の希望者
新型コロナウイルスワクチン 満 65 歳以上の希望者

成人用肺炎球菌

・ 満 65 歳の方
・ 60 ～ 64 歳の方で心臓・腎臓・呼吸器・

免疫機能に身体障害者手帳１級相当の障
害のある方

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

※母子手帳交付は、事前に健康福祉課（☎ 43・5065）へ電話でご予約をお願いします。個別対応いたします。

保健事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼場所 ▼受付（実施）時間

妊婦子育て相談 妊婦や乳幼児の保護者 ６（月） 多世代交流センターゆいたん 10 時～ 12 時

４カ月児健診 令和６年９月生まれ 28（火） 福祉保健センター 12 時 50 分～ 13 時 00 分

７カ月児健診 令和６年６月生まれ 21（火） 福祉保健センター 13 時 00 分～ 13 時 15 分

12 カ月児相談 令和６年１月生まれ 28（火） 福祉保健センター ９時～９時 40 分

１歳半児健診 令和５年５月～６月生まれ 14（火） 福祉保健センター 12 時 50 分～ 13 時 20 分

健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ６（月） 福祉保健センター　事前に予約が必要です

ベジメーター測定会 町民（高校生以上） ８（水） 役場町民ロビー
９時～ 11 時 50 分
13 時 30 分～ 16 時

納付のお知らせ　詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736

▼税目名 ▼納期限・口座振替日 ▼日（曜）

町県民税
第４期納期限 31（金）

口座振替日 27（月）

国民健康保険税
第８期納期限 31（金）

口座振替日 27（月）

介護保険料
第７期納期限 31（金）

口座振替日 27（月）

後期高齢者医療
保険料

第７期納期限 31（金）

口座振替日 27（月）

予定を変更する場合もありますのでまずは電話でご相談ください。

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

15（水） 10 時～ 12 時
有田町婦人の家　講習室
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 次村（☎ 080-5023-1054)

こころと
からだの相談日 月～金

８時 30 分～
17 時 15 分

福祉保健センター

こころの相談
（要予約）

28（火） ９時～ 16 時　　福祉保健センター相談室
（12 時～ 13 時は除く）

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

女性総合相談 月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

専用ダイヤル（☎ 43-2210）
へ電話でご相談ください。
面談も対応可能です。

消費生活相談 
（要予約）

火・木
９時 30 分～ 12 時、
13 時～ 16 時

役場 1 階ミーティング
ルーム

予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金 ８時 30 分～
17 時 15 分

障害者生活支援センター
（クレヨンの家     ☎29-8884）

人権相談

行政相談
15（水） ９時～ 12 時

有田町西公民館 中会議室

生涯学習センター 青少年相談室

発達障害児（者）
相談（要予約）

７  （火）
21（火）

10 時～ 16 時 伊万里市役所

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 0952-37-0250）
　※受付時間　月～金　10 時～ 17 時（祝日を除く）

視覚障害児（者）
相談 月～金

８時 30 分～
17 時 15 分

佐賀県立盲学校
（☎ 0952-23-4672）

きこえやことば
の相談 月～金

８時 50 分～
16 時 50 分

佐賀県立ろう学校
（☎ 0952-30-5368）

介護相談 21（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館

法律相談
（要予約）

21（火）
13 時～ 16 時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

年金相談
（要予約）

８（水）　10 時～ 15 時 　役場 1 階ミーティングルーム
予約は武雄年金事務所へ（☎ 0954-23-0121）

※１日～３日、13 日は休み

※１日～３日、13 日は休み

※１日～３日、13 日は休み

※１日～３日、13 日は休み

※１日～３日、13 日は休み

暮らしのカレンダー　  2025 年１月
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図書館からこんにちは
 おすすめの本

 １月の開館時間・休館日

　生きづらさや悩みを抱え、自分を見

失っている人の前に突然現れるネコ。

登場する６人をベースに、“体験”しな

がら読み進めていく小説です。ネコが

あなたを幸せに導きます。

（東図書館所蔵）

 ☆「初読み」は何にされますか？☆
『幸せをはこぶネコ』

『日本狛犬大全』

　多くの寺社で左右一対に置かれた狛

犬は造形もさまざまで、その地域の特

性や時代背景も表しています。全国各

地の個性あふれる狛犬を、各寺社の歴

史とともにオールカラーの写真で紹介

しています。　　　　　（西図書館所蔵）

東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間：９時～18 時　

休館日：月曜日、１日（水）～３日（金）

西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間：９時～18 時　

休館日：火曜日、１日（水）～３日（金）

（刀根 健 著 / 徳間書店）　今年も恒例の、貸出し用「本の福袋」を実施し

ます。司書がテーマに沿って選んだ３冊が入って

います。普段選ばないジャンルも、この機に試し

てみませんか。赤ちゃん絵本から大人の方向けの

本までご用意しております。本との新たな出会い

をぜひ楽しんでください。

休日医
伊万里休日・夜間急患医療センター（伊万里市立花町） ☎ 23-9910

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（水）
ヨシロー歯科クリニック

（伊万里市立花町）
☎ 22-7388

２（木） 下田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2118

３（金） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎ 28-4668

５（日） 髙瀬歯科医院（伊万里市大川町） ☎ 29-2045

12（日） 高瀬歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-5828

13（月） 坪井歯科医院（稗古場） ☎ 42-3540

19（日）
松尾歯科・こども歯科クリニック

（伊万里市南波多町）
☎ 24-3070

26（日） 堀江歯科診療所（伊万里市脇田町） ☎ 23-1188

2/2（日） ますもとけんこう歯科（伊万里市松島町） ☎ 24-9688

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など

にじいろカフェ 月～金 ９時～ 16 時
多世代交流センター

「ゆいたん」
子育て支援セン
ター「ちろりん」

月～金 ９時～ 16 時
多世代交流センター

「ゆいたん」

マイナンバーカー
ド休日受取窓口

（完全予約制）
12（日）

９時～
11 時 45 分

住民環境課

マイナンバーカー
ド延長受取窓口

（完全予約制）

８（水）
22（水）

18 時～ 19 時 住民環境課

二
は た ち

十歳のつどい ３（金） 11 時～ 焱の博記念堂

新春歩く会 ４（土） ９時～ 有田赤坂球場集合
官公庁執務始め ６（月）
新年賀詞交歓会 ７（火） 16 時～ 大有田焼会館
有田町消防出初式 12（日） ９時～ 焱の博記念堂

リサイクルデー
19（日） 泉山防災広場、外尾山防災広場、

立部リサイクルステーション、
有田町リサイクルプラザ９時～ 11 時

叙勲・褒章祝賀会 24（金） 16 時～ 焱の博記念堂

健康診断　※場所はすべて福祉保健センターです。電話でお申し込みください。詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼個人負担額 ▼日（曜） ▼対象地区

大腸がん検診 40 歳以上 　500 円（70 歳以上は 200 円）
24（金）午後

全地区の希望者

（予約制）乳がん検診 40 歳以上 1,000 円（70 歳以上は 400 円）

（荒 勝俊 著 / さくら舎）

ARITA 2025.121



情報ステーション情報ステーション情報ステーション InformationInformationInformation

【有料広告】

焱
の
博
記
念
堂　

演
奏
会
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ｕ
Ｏ
」

の
ご
案
内

　

ロ
ッ
ク
の
異
才
鬼
怒
無
月
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
第
一
人
者
鈴
木
大
介
。
異

な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
ギ
タ
リ
ス
ト
に
よ

る
唯
一
無
二
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）

14
時
開
演　
（
13
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
自
由
）
▼
４
０
０
０

円
（
当
日
券
４
５
０
０
円
）、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
券

１
５
０
０
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
▼
焱
の
博
記
念

堂
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
の

家
、
有
田
観
光
協
会
、
有
田
町
東
・

西
図
書
館

詳
し
く
は
▼
焱
の
博
記
念
堂

☎
46
・
５
０
１
０

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
▼
１
月
27
日
（
月
）

受
付 

18
時
30
分
か
ら

場
所
▼
佐
賀
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
１
階

が
ん
遺
族
つ
ど
い
の
会
を

開
催
し
ま
す

県
が
ん
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
▼
窯
業
コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
と
も
に
７
人

授
業
時
間
▼
週
３
回
、
実
施
曜
日
は

未
定
で
す
。

・ 

窯
業
コ
ー
ス　

17
時
30
分
～
21
時

・ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス　

18
時
10
分
～

21
時
の
時
間
内

修
了
年
限
▼
２
年
間

出
願
期
限
▼
１
月
24
日
（
金
）
ま
で

詳
し
く
は
▼
有
田
工
業
高
等
学
校

定
時
制　
　
　
　

 

☎
42
・
３
１
３
６

令
和
７
年
度
有
田
工
業
高
校

定
時
制　

第
49
期
聴
講
生
募
集

有
田
工
業
高
等
学
校　

定
時
制

対
象
者
▼
が
ん
で
大
切
な
方
を
亡
く

さ
れ
た
方
（
10
人
程
度
）

内
容
▼
親
睦
、
交
流
会

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
で
お
住
ま
い
の
市

町
名
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
９

時
30
分
か
ら
13
時
、
13
時
か
ら
16
時

30
分
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限
▼
１
月
24
日
（
金
）
ま
で

申
込
先
・
詳
し
く
は
▼
県
が
ん
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
愛
プ
ラ
ザ
」

☎
０
１
２
０
・
２
４
６
・
３
８
８

県
が
ん
撲
滅
特
別
対
策
室　

肝
炎
精
密
検
査
・
定
期
検
査
費
用

の
助
成
申
請
は
お
早
め
に

　

県
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方

の
初
回
精
密
検
査
や
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型

ウ
イ
ル
ス
性
の
慢
性
肝
炎
患
者
な
ど

の
定
期
検
査
を
受
け
た
際
の
支
払
金

額
が
、
一
部
も
し
く
は
全
て
戻
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
保

健
福
祉
事
務
所
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
初
回
精
密
検
査
費
助
成

　

Ｂ
型
ま
た
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
で
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
20
歳
以

上
の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
精
密
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方

■
定
期
検
査
費
助
成

　

Ｂ
型
ま
た
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
を
原
因
と
す
る
慢
性
肝
炎
、
肝

硬
変
、
肝
が
ん
の
患
者
で
、
現
在
肝

炎
治
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
。

　

年
度
内
２
回
ま
で
で
、
肝
炎
治
療

費
助
成
制
度
を
利
用
後
の
方
も
対
象

で
す
。
な
お
、
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

の
方
は
対
象
外
で
す
。

申
請
期
限
▼
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

た
だ
し
、
３
月
16
日
か
ら
３
月
31
日

受
診
分
に
つ
い
て
は
４
月
10
日
ま
で

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
先
▼
伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

（
平
日
９
時
か
ら
16
時
45
分
ま
で
）

☎
23
・
５
１
８
６

詳
し
く
は
▼
県
が
ん
撲
滅
特
別
対
策

室　

☎
０
９
５
２
・
25
・
７
４
９
１
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第７回佐賀県伝承芸能祭第７回佐賀県伝承芸能祭

バスツアー参加者募集バスツアー参加者募集
便利なバスツアーで県内外の便利なバスツアーで県内外の
伝承芸能をご体感ください！！伝承芸能をご体感ください！！

　　会場へのバスを運行します会場へのバスを運行します。。ご参加の方は下記のご参加の方は下記の
二次元コードを読み込んでお申し込みください。二次元コードを読み込んでお申し込みください。
対象者▶対象者▶町内在住の方町内在住の方（先着（先着 4040 人）人）

日時▶日時▶１月 26 日（日）１月 26 日（日）
町内送迎バス発着場所▶町内送迎バス発着場所▶生涯学習センター生涯学習センター（往復一便のみ）（往復一便のみ）

８時集合　８時 20 分頃出発８時集合　８時 20 分頃出発（18 時頃帰着予定）（18 時頃帰着予定）

費用▶費用▶１人 3,250 円（バス運行代、昼食代含む）１人 3,250 円（バス運行代、昼食代含む）

申し込み・問い合わせは　西鉄旅行株式会社佐賀支店　ntc_saga@nnr-g.comまで

▶
県
内
８
団
体
に
加
え
、
特
別
出
演
と
し
て

「
佐
賀
神
楽
」（
嬉
野
市
）、「
芸
北
神
楽
」（
広

島
県
）、「
枕
崎
火
の
神
太
鼓
」（
鹿
児
島
県
）

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

県
文
化
課

　

県
内
各
地
に
受
け
継
が
れ
る
伝

承
芸
能
が
一
堂
に
会
す
る
「
佐
賀

県
伝
承
芸
能
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

町
内
か
ら
は
大
木
宿
浮
立
保
存
会

「
十
八
夜
」
が
出
演
。

　

県
内
外
か
ら
の
特
別
出
演
や
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
も
出
演
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）
10
時
～

16
時
30
分

場
所
▼
佐
賀
市
文
化
会
館　

大
ホ

ー
ル
（
佐
賀
市
日
の
出
）

『
佐
賀
県
伝
承
芸
能
祭
』
に

大
木
宿
浮
立
保
存
会
「
十
八
夜
」

が
出
演
し
ま
す

入
場
料
▼
無
料
（
全
席
自
由
）

開
催
内
容
▼

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

県
内
８
団
体
（
大
木
宿
浮
立
ほ
か
）

■
特
別
出
演

県
内
外
３
団
体
（
広
島
県
安
芸
高
田

市
・
芸
北
神
楽
ほ
か
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

篠
笛
奏
者　

佐
藤
和
哉
氏

タ
レ
ン
ト　

岩
屋
美
咲
氏

■
ス
テ
ー
ジ
外
イ
ベ
ン
ト

・ 
伝
統
工
芸
品
の
実
演
体
験

・ 

フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど

詳
し
く
は
▼

・ 

県
文
化
課　

０
９
５
２
・
25
・
７
２
５
３

・ 

生
涯
学
習
課　
　

43
・
２
３
１
４▲十八夜「ドテマカショ」（大木宿浮立保存会）

　

県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国

青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、
生
活
保

護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）
10
時
～
18
時

電
話
番
号
▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

相
談
料
▼
無
料

詳
し
く
は
▼
県
青
年
司
法
書
士
会

☎
82
・
４
６
６
８

司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一
斉

生
活
保
護
相
談
会

県
青
年
司
法
書
士
会　

お弁当お弁当
付き付き

【有料広告】
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※ 11 月 16 日から 12 月 16 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者 地　区 
山口　陽咲（ひなた） 孝明・千花 戸　矢

中川　旦燈（あさひ） 龍太郎・悠里 下内野

佐々木　湊大（みなと） 大輔・由香 上内野

田中　琳大（りた） 孝平・歩乃日 広　瀬

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
井手　孝子  　　１００ 大　樽

原　　節子  　　９２ 白　川

永松　美幸  　　６４ 戸　矢

浦川　滋子 　　 ８０ 大　野

池田　康浩  　　６９   桑古場

岡本　美代子 　　 ７４ 赤　坂

金ヶ江　惠子  　    ７７ 南　原

峰本　善規  　　５７ 舞　原

川　保　進  　　６９ 桑木原

川内　章  　　７６ 桑木原

中島　宣善  　　９７ 大木宿

藤井　智惠美  　　７８ 大木宿

桒原　フミエ  　　９９ 広　瀬

大屋　博茂  　　８８ 下山谷

池田　利昭  　　８４ 山谷牧

　保田　ケサミ  　　９８ 山谷牧

福田　儀春  　　８６ 二ノ瀬

※かっこ内は前月比です。

※「施設」は町内４施設
に入所している方の合
計です。

人の動き　　令和６年 12 月１日現在

人　口   18,556 人 （‐21 人） ３　区 1,032 人 ９　区 923 人 15　区 543 人

男　性 8,707 人 （‐20 人） ４　区 1,605 人 10　区 951 人 16　区 786 人

女　性 9,849 人 （‐１人） ５　区 1,656 人 11　区 1,357 人 施　設 175 人

世帯数 7,892 世帯 （＋６世帯） ６　区 1,794 人 12　区 963 人

１　区 537 人 ７　区 894 人 13　区 931 人

２　区 897 人 ８　区 2,012 人 14　区 1,500 人

　11 月 20 日から黒牟田・応法地区を中心に「有田×サ

ンタプロジェクト 2024」が始まり、窯元の煙突や店先な

どによじ登るユニークなポーズをしたサンタさんが登場。

　12 月１日からは「大樽・幸平・赤絵町区クリスマス

イルミネーション」が開催され、夜の町並みをイルミネ

ーションが彩ったほか、期間中の土曜日を中心に、子ど

もから大人まで楽しめるイベントが多数行われました。
詳しくは▶

・ 有田×サンタプロジェクト　☎ 090・3072・5638（梶原）

・ 大樽・幸平・赤絵町区クリスマスイルミネーション　

町内各地でクリスマスイベントが
開催されました

☎ 070・8434・8133（夜遊び有田会 代表）　

ߦࡂແઢのϝʔϧొを͓͍͠ئ·͢
　防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯電話に
届くメールで内容を確認することができます。
　右の QR コードを読み取るか、下のアドレスから登
録をお願いします。
PC・スマホ▶ https://plus.sugumail.com/usr/saga-
arita/home
ガラケー     ▶ https://m.sugumail.com/m/saga-arita/
home
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961

▲ PC・
　 スマホ

▲ガラケー

【有料広告】
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定期
預金

ҏສཬ৴༻ۚݿཱ1��पه೦

年年

年年

http://www.imarishinkin.co.jp/

ืू૯ֹ��ԯԁ
募集総額に達した場合、期間中でもお取り
扱いを終了させていただきます。

創立100周年記念商品

年0.70％
2年目以降 年1.94％

カーライフプランカーライフプラン
ಛผۚརΩϟンϖーン

特別金利
1年目

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

1�ສԁҎ্1ޱ1���ສԁະຬ

伊万里市伊万里町
甲375-3
Tel.0955-23-3151

や

　　　　　　　

や家は「空き家」になると、驚くほど早く劣化します。
本来の価値を失う前に「売る」「貸す」など放置せずに早めの判断を！

͖͋をΑ͖ʹ 佐賀県 建築住宅課ࡧݕ 〒840-8570 佐賀市城内 1-1-59   TEL:0952-25-7165   FAX:0952-25-7316   E-Mail:kenchikujuutaku@pref.saga.lg.jp

今ならまだできることがあります！その空き
家

【有料広告】

１月生まれお誕生日おめでとう

令和４年１月３日 生まれ

可愛い笑顔でいつも癒し

てくれてありがとう♡

今年も笑顔溢れる一年に

しようね☆

梶
かじ

原
はら

 茉
ま

叶
かな

  ちゃん

（ 戸矢 ）

３歳

令和６年１月８日 生まれ

食欲旺盛の柳元くん！

にぃに、ねぇねと美味し

小
こ

園
ぞの

 柳
りゅう

元
げん

 くん

（ 南原 ）

１歳

いものいっぱ

い食べに行こ

うね♪

令和４年１月９日 生まれ

野
の

口
ぐち

 千
ち

代
よ

丸
まる

 くん

（ 南山 ）

３歳

令和６年１月９日 生まれ

１歳のお誕生日おめでと

う！みんなに愛されて幸

久
く

保
ぼ

田
た

 大
たい

瑛
よう

  くん

（ 広瀬 ）

１歳

せだね♡お兄

ちゃんと仲良

しでいてね！

令和６年１月 12 日 生まれ

お誕生日おめでとう☆

姉ちゃん兄ちゃんに可愛

がられこれからも元気に

大きくなってね♡

金
かね

子
こ

 愛
いと

里
り

  ちゃん

（ 泉山 ）

１歳

３歳おめでとう♡ひょう

きんなおちよさん♡いつ

も 笑 わ せ て

く れ て あ り

がとう！

お誕生日おめでとう☆２月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …݄̎にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日お
めでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月 10 日（金）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。
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■開催趣旨
　我が国における磁器発祥の地、佐賀県有田
町に多くの地域から陶磁器作品を集め、一般
の鑑賞に供し、技術の交流、品質の向上、デ
ザインの改善を図り、伝統工芸の継承と産業
的発展を期して、この陶磁展を開催します。
■賞
○美術工芸品・オブジェ部門
１席　1名（副賞 100 万円）
ほか、計 15 賞
○産業陶磁器部門
１席　1名（副賞 50 万円）
ほか、計 18 賞
■審査員（五十音順）
○美術工芸品・オブジェ部門
	 伊藤嘉章 /桑原紀子 /前田昭博
○産業陶磁器部門
	 浅井俊行 /井戸真伸 /今井朗子
■審査日程
４月上旬を予定
■応募料
○美術工芸品・オブジェ部門
１作品につき、5,000 円
○産業陶磁器部門
１作品につき、2,000 円
■作品搬入期間
３月 22 日（土）～ 24 日（月）

■搬入場所
○美術工芸品・オブジェ部門
佐賀県立九州陶磁文化館（有田町戸杓乙 3100-1）
○産業陶磁器部門
佐賀県陶磁器工業協同組合（有田町外尾町丙
1217）
■展示期間
４月 29 日（火・祝）～５月６日（火・振替休日）
■展示会場
○美術工芸品・オブジェ部門
佐賀県立九州陶磁文化館
○産業陶磁器部門
佐賀県陶磁器工業協同組合
（１位～４位、技能賞の作品は九州陶磁文化館にも
展示）
■応募・問い合わせ先
有田国際陶磁展事務局（有田町役場商工観光課内）
〒 849-4192
佐賀県西松浦郡有田町立部乙 2202 番地
TEL：0955-46-2500
FAX：0955-46-2100
E-mail：syoko@town.arita.lg.jp
※詳細はHPにて公開中です。
HP：https://www.town.arita.lg.jp/

toujiten/
■主催
佐賀県・有田町・有田商工会議所
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